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0.はじめに

本稿は、パーニニ文法学派を代表する文法

学者・言語哲学者の一人であるバルトリハリ

(Bhartrhari, 450・500年頃）の主著、 Vaわ1apadfya

の『〈時間〉詳解』章（Kalasamudde8a）第 16詩節

から第26詩節（VP3.9.16-26）までの 11詩節及

びそれらに対するへーラーラージャ（Hela丙ja,

10世紀頃）による注釈Prakfn;apraka§aの翻訳

研究である。周知のように、バルトリハリは〈時

間〉を語プラフマンが有する自立性（svatantrya)

能力と定義する。その上で、彼は『〈時間〉詳

解』章において〈時間〉と我々の言語活動の場

としての現象世界における様々な事象との関係

を多様な視点から詳細に検討している。

本稿の翻訳研究の対象である VP3及 16-26は、

バルトリハリが〈時間〉を機会因（nimi ttakara9a) 

として起こる事象の生起から消滅までの過程を

ヴアイシェーシカ（Vaise~ika）学派の学説を援

用しながら説明している箇所である。バルト

リハリは同学派の存在論の根幹をなす六範鴎

(padartha）論を自身の能力（8akti）論に基づい

て再構築した上で、現象世界における様々な事

象の生起・存立・消滅は能力の扶助（upakara）に

よる結果として説明している。そのような意味

で、 VP3.9.16-26は現象世界における生滅変化を

説明するヴァイシェーシカ学派の学説に対する

バルトリハリの理解が窺える箇所と言えよう。

方法論として、本稿ではまずVP3.9.16-26の

詩節だけの翻訳を提示する。それは、註釈者

へーラーラージャがどのように VP3.9.16-26を
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解釈したのかではなく、 VP3.9.16-26において

バルトリハリがどのような思弁の展開を見せた

のかを直裁に提示したかったからである。そし

て次に VP3.9.16-26の内容の詳しい検討に入る。

内容の検討においては、まず、バルトリハリが自

身の能力論に基づいてどのようにヴァイシェー

シカ学派の六範鴎を理解していたのかについて

述べる。その理由は上述したように、能力概念

に基づく六範鴎の再解釈がこの VP3.9.16-26の

内容展開の背景になっているからである。当該

詩節の内容分析がそれに続く。最後にへーラー

ラージャによる註釈の翻訳研究を原文とともに

提示する。底本とする Iyer本が完成度の高い

刊本であることは疑い得ない。しかしながら、

数多くの誤植が見出されるなど改訂の余地があ

ると思われる。

翻訳するにあたっては、まずVPの定本とし

てRauを使用し、必要に応じてBenares,Trivan-

drum, Iyer, Raghunathaの諸刊本を参照した。そ

して、 PrakiiS，αに関してはIyerを定本とし、上

記のBenaresなどの諸刊本を参照することにし

た。なお、筆者はバルトリハリ研究の世界的権

威者の一人である AshokAkl吋kar教授の御厚意

により教授が収集した VP第三巻と Praka§aの

諸写本を入手しており、 VPのテキスト、Prakiiぬ

のテキストに関しては、二つの写本を随時参照

することができた。 Aki可kar教授にはこの場
を借りて感謝の意を表したいl。

1 Aklujkar教授の指摘によれば、この二つの写本は Wiト

helm Rauによる写本リスト（Rau[l971J）における F[4]
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1. VP3.9.1←26 

それでは、まずVP3.9.16-26の翻訳を原文と

ともに以下に提示する。

I. VP3.9.16-17：個物の生起

I.I. VP3.9.16: （種〉による諸原因の使役と恒常な〈行為〉

の顕現

visi科akalasarp.bandhallabdhapakiisu sakti~u I 

kriyabhivyajyate nitya prayogakhyena k町ma-

IJli II 

特定の〈時間〉と関係を結ぶことによって［諸

原因の］能力が成熟するとき、「〈使役〉」と

呼ばれる〈行為〉を通じて、［諸原因の中に］

恒常な〈行為〉が現われる。

1.2. VP3.9.l7：個物の生起と原因の能力による個物の制限

jatiprayukta tasyarp. tu phalavyakti与 pra-

jayate2 I 

kuto’py adbhutaya vfttya faktibhiりsani-

yamyate II 

そして、その［恒常な〈行為〉が顕現する］

とき、結果である個物が〈種〉に使役されて

生じる。その［結果である個物］は、何らか

の理由から、驚くべき作用を通じて［原因が

有する］能力によって制限される。

2. VP3.9. l 8-20：内属能力の扶助による個物・〈種〉の顕
現、属性の生起

2.1. VP3.9.18：内属能力の扶助と個物の顕現

tatas tu samavay紘hya faktir bhedasya 

badhika/ 

ekatvam iva ta vyaktir apadayati kiira[Jaiり／／

そしてその後、［原因と結果の］違い［が顕

われること］を阻む「内属」と呼ばれる能力

によってその［結果である］個物はあたかも

諸原因と同一なものになるかのようである。

2.2. VPJ.9.19：個物の〈種〉の顕現

athasman niyamad urdhvarp. jatayo y劫prayo-

jik功／

とF[20］にそれぞれ当該し、特に後者はIyer刊本におけ
る［E2］に同定されるものである。
2Rau, Benares: prajayat巴； Iyer,Raghunatha: pratiyat巴；
Trivandrum, Rau[s］：・pratayate.

t碕 sarvavyaktim ayanti svacche chaya iva-

mbhasi II 

そして、この［原因の能力による結果の］制

限の後、［諸原因の］使役者であるすべての

〈種〉は［例えば木などの］映像が澄んだ水

に［水と異ならないものとして映る］ように、

［個物の中にあたかも個物と同一なものであ

るかのように］顕現する。

2.3. VP3.9.20：・属性の生起と属性の〈種〉の顕現

kiira[Jiinuvidhayitvad atha kara明piirvak劫／

guQiis tatropajayante svajativyaktihetavaりH

［結果は］原因に随順するものであるから、

［生起の順序において］原因［である個物］に

先行される属性はその後［すなわち個物が生

じた後］、その［自身の内属因である個物］の

中に生じる。［生起した］属性は自己の〈種〉

の顕現の原因となる。

3. VP3.9.21-23：個物の存立と〈行為〉実現

3.1. VP3.9.21・22：基体・依拠するものの恒常性による個

物の存立

asrayiiQiirp. ca nityatvam asritanarp. ca nityatii I 

ta vyaktir anugrhQiiti sthitis tena prakalpate II 

［個物それ自身の］基体の恒常性と［その個

物に］依拠するものの恒常性がそれら［結果

である］個物［が存立すること］を扶助する。

そのことによって、［結果である個物の］存

立は可能となる。

anityasya yathotpade paratantryarp. tatha sthi-

tau I 

vinasayaiva tat sr~iam asvadhinasthitirp. 

vidul:i II 

恒常ではない［事象］は、［それ自身の］生起に

関して他者に依存する。それと同様に、［恒

常ではない事象は］存立に関しても他者に依

存する。［もし他者に依存しないとすれば、］

それはただ消滅するために創造された［こと

になるであろう］。［ゆえに、］人々は［恒常

ではない事象は］他者に依存して存立すると

考える。

3.2. VP3.9.23：他者の扶助に基づく個物の〈行為〉実現
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sthitaり sarpsargibhir bhavaiり svakriyasv3

anugrhyate I 

nai号arpsattam anudgrhya vrttir janmavataJ!l 

sm口aII 

存立している［事象］は、自分の〈行為〉に

関して［自身が］関係を結んでいる［他の］

事象によって扶助される。伝承によると、こ

れら［存立している事象が関係を結んでいる

他の事象］の存在を認めなくては、生起を有

する［事象］に関して働きは成立しない。

4. VP3.9.24-25：老衰能力と個物の消滅

4.1. VP3.9.24：老衰能力と個物の能力の抑制

jarakhya kalafaktir ya faktyantaravirodhin1 I 

sa fakffり4pratibadhnati jayante ca virodhinaり／／

［〈時間〉が有する］他の能力［すなわち事象

の生起と存立を実現せしめる能力］と矛盾す

る（virodhin）「老衰」と呼ばれる〈時間〉の能

力は、［事象が持つ］諸能力を抑制する。［そ

れによって、〈時間〉が有する他の能力によっ

て実現される結果とは］矛盾する（virodhin)

［結果］が［事象に］生じる。

4.2. VP3.9.25：扶助者がなくなることによる個物の消滅

prayojakas tu ye bhavaり sthitibhagasya

hetaval_l I 

tirobhavanti te sarve yata atma prahiyate // 

しかし、［関係を結んでいる事象の］使役者

であり、［その事象の］存立という部分の原

因である事象すべてはなくなる。その結果、

［それらと関係を結んでいた事象の］本質は

失われる。

5. VP3.9.26：驚くべき作用による現象としての生起・消滅

yathaivadbhutaya vfttya ni~kramaJ!l nirni-

bandhanam I 

apadarp jayate sarvarp tathasyatma prahiyate // 

順序を持たず、［生起するための］根拠も持

たない、［そしてそこに原因が］地歩を占め

1Rau, F[20](= lyer[E2]): svakriyasu; Iyer, Benares, 
Trivandrum, Raghunatha, Rau[o]: sa kriyasu; lyer[M]: san 
kriyasu. 

~Rau, Benares: saktI~ ； Iyer, Trivandrum, Raghunatha：・
saktiryi; Rau[ A], Rau[s], Rau[m], Rau[M2], Rau[M 11 ], 
F[20](= Iyer[E2]), Iyer[M］：釘kttり．
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る余地のない5一切［の事象］は、驚くべき作

用を通じて生じる。それと同様に、この［一

切の事象］の本質は驚くべき作用を通じて失

われる。

2. VP3.9.16-26内容の検討

2.1.ヴァイシェーシカ学説の再解釈：六範鴎と

能力

以下では上述したように VP3.9.16-26の内容

展開の背景となっているバルトリハリによる

ヴァイシェーシカ学説、特に六範鴎論の能力論

に基づく再解釈について述べる。この六範鴎論

の能力論に基づく再解釈という問題に関しては

既に先行研究 Ogawa[1999］がある。従ってこ

こでは主に同論文に依拠しながら、 VP3.9.I6-

26の内容を理解するために必要と思われるこ

とだけを簡単に整理して述べたい。

バルトリハリは VP3.7.Iにおいて〈能成者〉

(sadhana）を「能力それ自身の基体に内属して

いる〈行為〉の実現に対する能力及び能力自身

の基体とは別の基体に内属している〈行為〉の

実現に対する能力（samarthya）」と定義してい

る6。さらに、 f皮は VP3.7.12におしhては「ある

事象xが別の事象yを扶助するとき、 xはyに

対する〈能成者〉である」と述べる。つまり、

彼の〈能成者〉定義によると、〈能成者〉は別の

事象を扶助するものであり、能力である。小川

[2000:572, fn.47］によれば、へーラーラージャ

は〈能成者〉を能力に同定した上で、バルトリハ

リの〈能成者〉の定義を次のように言い換えて

いる。

Praka§a ad VP3. 7 .12: paropakari paratantraJ!l 

sarvarp faktilak与a~am anupatanti I 

「他者を扶助し、［その］他者に依存するもの

は、すべて能力の定義に随順する」

月原語‘apada’。バルトリハリはこの語を VP3.3.76-80
において「そこに原因が地歩（pada）を占める余地のな
いもの」と「それを表現する言葉（pada）が存在しない
もの」というこつの意味で使用している。当該文脈では、

前者の意味で理解されるべきである。

6VP3.7. I: svasraye samavetanaryi tadvad evasrayantar巳／
kriyanam abhini~pattau samarthyal!l sadhanal!l viduり／／
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この「能力の定義に随順するもの」に

は属性（gm.ia）も含まれる。なぜならば、

Ogawa[ 1999: 1008-09］によれば、「他者 xと関

係を結び」（sarμsargin）、「その xを他のもの

から区別し」（bedhaka）、「その xに依存する」

(paratantra）という、属性が持つ特徴すべてを

能力も有するからである。

〈能成者〉及び能力に対する以上のような

理解に基づくとき、ヴァイシェーシカ学派が

独立した事象として主張する六つの範鴎す

べては能力として再解釈され得る。まず、色

（而pa）などの属性はそれが内属する実体に対

する〈知覚行為〉を扶助するから能力である70

同様に色性（riipatva）などという特殊な普遍

(sarnanyavi記号a）も、色に対する〈知覚行為〉を

扶助するから能力であり8、色などの属性に対

する認識は感官・対象・内官（rnanas）・〈行為

主体＞ (kartr）であるアートマンという四者の

結合（sarμyoga）によって起こるという点で、

結合も能力である9。また内属（sarnavaya）も、

数や量、別異性（prthaktva）などに対する知覚

を扶助するから能力である 100 そして〈行為〉

(karman）も、〈知覚行為） (sarμdar8ana）が〈欲

求行為＞ (prarthana）に対して〈能成者〉とな

り、〈欲求行為〉が〈決定行為） ( vyavasaya）に

対してく能成者〉となるというように後続する

〈行為〉に対して〈能成者〉となるから、能力

である11。そして実体に関しては、色などの属

性の内属因となってその属性に対する認識が起

こることを扶助するから能力である。

バルトリハリはこのようにヴァイシェーシ

カ学派が主張する六つの範鴎すべてを能力と

して再解釈しただけではない。彼はさらにそ

の六つの範曙は能力である同時に能力保持者

(saktimat）でもあると述べる120彼によると、

例えば味（rasa）などの属性は味性（rasatva）な

どといった特殊な普遍を通じて味として限定的

7Ogawa[1999: I 007] 

80gawa[ 1999: I 006-07] 
90gawa[ 1999: I 005-06] 
100gawa[ 1999: I 005-06] 
I l小Jlj[2000:551-52; 573-74, fn.5J]0 また、Ogawa[199-
9:1005］も参照されたい。
120gawa[ 1999: I 006] 

に把握されるから、この場合、味性などは能力

であり、味などはその能力の保持者である。一

方、味性などの特殊な普遍も味などの基体を通

じて特定の基体に内属するものとして限定的に

把握されるから、今度は味などが能力であり、

味性などは能力保持者として理解される1¥

以上のようにして、バルトリハリはヴァイ

シェーシカ学派が別々の独立した事象とみなす

六つの範鴎すべてを能力であり同時に能力保持

者でもあるものとして再解釈している。彼によ

ると、それら六つの範鴎は常に扶助し、扶助さ

れるものであるという点で能力であり、同時に

能力保持者なのである。

2.2. VP3.9.16・17：個物の生起

VP3.9.16-17においてバルトリハリは個物の

生起の過程を説明している。その説明によれ

ば、 (1）まず諸原因の能力が特定の〈時間〉と関

係を結び、（2）そのことによって諸原因が有す

る能力が成熟し、（3）次に能力が成熟した諸原因

を実現されるであろう事象である個物の〈種〉

が使役し、（4）結果、諸原因の聞に恒常な〈行

為〉が顕われる。そしてその恒常な〈行為〉が

諸原因の聞に顕現するとき、結果である個物が

生起する。生起した個物は何らかの理由で、驚

くべき作用を通じて諸原因が有する能力に制限

される。

バルトリハリは VP3.9.9においてく時間〉を

諸原因が有する「能力の使役の原因」（8aktinarμ

prayogasya hetl地）と規定し、諸原因の能力は特

定の〈時間〉と関係を結ぶことによって「活動を

獲得する」（vrttillibha）と述べている140従って

バルトリハリのこの言葉に基づいて考えると、

能力の「成熟」（paka）とは諸原因が有する能

力が特定の〈時間〉に活動を始めるようになる

ことを意味する表現であろう。

JJ 1J、JII [2000:550] 
14VP3.9.9 ：・ visi~＼akalasaf!!bandhad vrttilabhaりprakalpate
I faktlniif!! saf!!prayogasya hetutvenavati~＼hate // （「特定の
〈時間〉と関係を結ぶことを通じて、［原因が持つ］能力

の活動の獲得は可能となる。その［〈時間〉］は能カの使
役の原因として存立する」）
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そして、彼は「〈種〉詳解」章（Jatisamuddefa)

においてく種〉が自身の基体である個物の実

現のために諸原因を使役し、また諸〈能成者〉

(sadhana）の〈行為〉の使役者となると述べる。

VP3.l.25-27: na tad utpadyate kirpcid yasya 

jatir na vidyate I 

atmabhivyaktaye jatil:i kara9anarp prayojika // 

「〈種〉を有しないものはいかなるもので、あっ

ても決して生起しない。自身の顕現のため

に、〈種〉は［自己の基体である個物を生み

出す］諸原因の使役者となる」

kara9e与upadarp kftva nityanitye号ujatayaり／

kvacit kary句v abhivyaktim upayanti punaり

pun aりH

「ある特定の［すなわち知覚可能な］結果の

場合には、恒常な原因であろうと恒常ではな

い原因であろうと〈種〉は原因に地歩を得た

上で、繰り返して顕現する」

nirvartyamanarp yat karma jatis tatrapi 

sadhanam I 

svasrayasyabhini号pattyai sa kriyayaち pra-

yojika II 

「実現対象である〈目的〉に関しても、〈種〉

は〈能成者〉である。その［〈種〉］は自身の

基体の実現のために、［諸〈能成者〉の］〈行

為〉の使役者となる」

〈種〉が「自己の基体の実現のために、諸〈能成者〉

の〈行為〉の使役者となる」というバルトリハ

リの言葉は特に注目に値する。それはこの言葉

が＜種〉による使役によって顕われる「恒常な

〈行為〉」（nityakriya）とは何かという問題に関連

するからである。バルトリハリは VP3.7.32-33

において〈行為〉が〈能成者〉に先行して存在

するとみなす見解に言及した上で、その〈行為〉

は初めにはいかなるものにも依拠しないが、後

に特定の〈能成者〉に依拠するときには、自身が

依拠する基体の諸能力を引き出すと述べるI¥

15 VP3.7.32-33: pra白nimittantarodbhiitarμkriyayaりkais-
cid i~yat巴 I sadhanarμ sahajarμ kaiscit kriyanyai~ piirvam 
l号yateII prav~ttir eva prathamarμ kvacid apy anapasrita I fa-
ktlr ekadhikarar:ie srotovad apakar~ati // （「あるものたちカf
認めるところでは、〈行為〉に先行して、［〈能力〉として

さらに、『〈行為〉詳解』章（Kriyasamudde臼）

において彼はその〈行為〉について、滅するこ

とのない永遠なる働き（anapayinIpravftti）で

あり、初めは一般者（samanya）であるが、後

に〈能成者〉の働きとしてあたかも実現される

べきものであるかのように確定されるものであ

ると語る160

〈能成者〉に先行して既に〈行為〉が存在す

ることを認める論者の見解に基づくとき、〈種〉

が自己の基体の実現のために引き起こす諸〈能

成者〉の〈行為〉を我々は一般的で滅すること

のない永遠な〈行為〉が〈能成者〉の働きとし

てあたかも実現されるべきものであるかのよう

に具体化して顕われたものとして理解すること

ができる。またそれは〈種〉の基体であるとこ

ろの個物の実現のために、〈種〉によって使役

された諸原因の活動に他ならない。バルトリハ

リは、その一般的で恒常な〈行為〉を人々はそ

れぞれの視点から、〈超越的なもの＞ (apurva）・

〈時間能力〉・〈時間〉そのもの・〈行為〉と呼ぶ

と述べる17。彼がVP3.9.9において〈時間〉を

の］〈能成者〉は、［自己の基体の能産者］以外の〈根拠〉

から生じている。またあるものたちの認めるところでは、

それは［〈行為〉と］一緒に生じる。また別のあるものた
ちの認めるところでは、［〈能成者〉の存在に］先行して

すでに〈行為〉が存在する。［この〈能成者〉に先在する

〈行為〉は］まさに活動（prav削）と呼ばれるものである。
それは、はじめは何ものにも依拠しないが、［のちに特定

の〈能成者〉に依拠するとき、自己が依拠するその］同ー

の基体にある諸〈能力〉を、流れのごとくに、引き出す」）
翻訳は小川［2000:555-56］に従った。また、 VP3.7.33c句
の‘Sakfir’は Rau,Iyer共に‘faktir’となっているが、
Raghunathaの提案に従った小Ill[2000:578, fn.64］の読み
を採用することにした。

16VP3.8.37-38: kriyam anye tu manyante kvacid apy 
anapasritam I sadhanaikarthakaritve pravrttim anapayinim II 
samanyabhiita sa piirvarμ bhagafa~ pravibhajyate I tato vya-

parariiper:ia sadhyeva vyavati~＼hate II （「ところで他の者達は、
何ものにも依拠せず、滅することのない〈活動） (pravrtti) 
を、それが〈能成者〉とともに単一の結果をもたらすもの

（巴回目hakarin）であるとき、〈行為〉と考える。その［〈活
動） (pravftti）］は、初めは〈一般者） (samanya）であり、

後に［〈能成者〉の］〈ハタラキ〉として［〈料理行為〉〈切

断行為〉といった特殊行為という］部分に分かたれ、［そ

して］あたかも実現さるべきものであるかのように確定

される」）翻訳は小川［2000:578,fn.65］に従った。

17VP3.7.34：・ apiirvarμ kalasaktirμ va kriyarμ va kalam eva 

va I tam 巴varµlak~ar:iarµ bhavaf!1 kecid ahu~ kathaJ!1cana II 
（「そのこのように特徴付けられるもの（bhava)［である

〈活動〉］を、それぞれの視点から（katharμcana）、あるも
のたちはく超越的なるもの） (apiirva）そのもの、あるも
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「諸原因が有する能力の使役の原因」と規定し

ていることを考えると、我々はバルトリハリが

この『〈時間〉詳解』章においてはその一般的

で恒常な本源的〈行為〉を〈時間〉能力戒いは

〈時間〉そのものとみなす視点を取っていたと

判断することができる。彼は〈時間〉がそのよ

うな滅することのない永遠なる働きを有してい

ることを、次のように述べている。

VP3.9.30: pratibandhabhyanujfiabhyarp vft.tir 

ya tasya sasvatI I 

taya vibhajyamano’sau bh吋atekramariipa-

tam// 

「その［〈時間〉］は抑制と認容によって知ら

れるところの永遠の働きを有している。その

［働き］によって区分されるとき、その［〈時

間〉］は順序という相を享受する」

〈時間〉能力或いは〈時間〉そのものの一般的

で恒常な働きが具体的な〈行為〉として諸原因

の間に顕現するとき、結果である個物は生起す

る。そして生起した結果である個物は驚くべき

作用（adbhutavft.ti）を通じて、諸原因が有する

能力にによって制限される。へーラーラージャ

はVP3.9.17に対する注釈の中で結果である個

物が「諸原因の能力によって制限される」こと

とは、「［結果である個物が］その［原因］にの

み定在するJ ( tatraiva ti~！hati）ことを意味する

と説明している。結果である個物は、バルトリ

ハリがVP3.9.26において述べるように、生起

する以前には「生起の根拠を持たず、そこに原

因が地歩を占める余地のない」（nimibandhanam

apadarp）存在しないものである。

しかし、そうであるにもかかわらず、我々は

ある特定の原因があれば、以前には存在しな

かった事象が生じることを日常生活の中で経

のたちは〈時間能力） (kiila8akti）そのもの、あるものた

ちは〈行為〉そのもの、はたまたあるものたちは〈時間〉

そのものと呼ぶ」）訳は小川［2000:556］に従った。
VP3.7.34において言及されている〈超越的なるもの〉

とは、小川［2000:579,fn.66］によれば、ミーマーンサー

学派の人々が言うヴェーダによって規定される普遍的な

ダルマである。諸〈能成者〉に先行して存在する〈行為〉、

そしてく超越的なもの〉に関してはOgawa[2000:343-368]
に詳しい。
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験する18。そこに原因が地歩を占める余地のな

かったところの事象がある特定の原因の存在を

条件に生じ、さらにその特定の原因の中にのみ

定在することは合理的に説明できない不思議な

こと、驚くべき作用によることとしか言い様が

ないことである。

2.3. VP3.9.18・20：内属能力の扶助による個物・

〈種〉の顕現、属性の生起

VP3.9. l 6-17で事象が生起する過程を述べた

バルトリハリは続く VP3.9.18-20において生起

した個物とそれの〈種〉の顕現、そして個物の

属性の生起、またその属性の〈種〉の顕現など

がそれぞれどのような仕方でどのような過程を

経て起こるのかを説明している。彼の説明によ

ると、生起した直後、結果である個物は原因と

結果の違いが顕われるのを阻む「内属」という

能力によってあたかも原因と同一なものである

かのように顕現する。そしてその後、〈種〉も

同じように内属能力によって自身の基体である

個物と同一なものであるかのように顕現する。

結果である個物を内属因とする属性はその個物

が生じた後にその個物の中に生じる。それはま

た属性それ自身の〈種〉の顕現をもたらす原因

となる。

バルトリハリは個物がそれの原因と同一なも

のであるかのように顕われることから個物の属

性の〈種〉がその属性と同一なものであるかの

ように顕現するまでの一連の過程すべてを因果

関係によるものとして説明している。そして、

その因果関係の核心に能力としての内属を置

く。内属能力によって、生起した個物は自身の

原因と同一なものであるかのように顕われ、個

物の〈種〉は個物と同一なものであるかのよう

に顕現する。また、個物の属性は個物を内属国

として生じ、またその属性は自己の〈種〉の内

属国となる。

18VP3.3.78: apade’rthe padanyiisaりkiiral).asyavidyate I 
atha ca priigasadbhiivaりkiira加 satidrsyate II （「そこに原因
が地歩を占める余地のない事象に原因が地歩を占めるこ

とはない。しかし、原因があれば、以前には存在性を持

たなかった［事象］が［起こることが］経験される」）
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このように個物とそれの〈種〉、そして属性

などの顕現や生起を内属能力による一連の因

果関係による出来事と捉えることによって、バ

ルトリハリはこの過程において起こるすべての

事象が互いに扶助し扶助される、能力である同

時に能力を保持するものであることを示してい

る190 

2.4. VP3.9.21-23：個物の存立と〈行為〉実現

VP3.9.21-23において、バルトリハリは既に

生起して顕現した個物の存立と〈行為〉実現に

ついて述べている。彼によれば、生起して顕現

した個物はそれ自身の基体の恒常性とその個物

に依拠するものの恒常性によって扶助されて存

立する。そして存立しているとき、個物はそれ

自身が関係を結んでいる他の事象に扶助されて

自分の〈行為〉を実現する。

個物はそれ自身の基体、つまり内属因の恒常

性とそれ自身に依拠するものすなわちその個物

を内属因とするものの恒常性によって扶助され

て存立する。もしその扶助が存在しなければ、

個物は結果として実現されるや否や消滅してし

まう。

このようなバルトリハリの言葉の背景には、

〈時間〉は止まることなく永遠に活動するとい

う、上述した彼自身の思想が存在する。様々な

事象の生起だけではなく、存立や抑制、そして

消滅にも関与する〈時間＞ 20は、あたかも）｜｜の

lリVP3.7.14: nimittabhavo bhavanam upakarartham 

asrit功 Inatir avarjanety evaJTI siddhaりsadhanami号yateII 
（「〈扶助〉という目的に依拠して、ものは〈因） (nimitta) 

となる。［この場合そのものの］〈因性） (nimittabh孟va）は
『f頃向
のような［語によつて理解されるところのもので、ある］。
それが〈能成者〉で‘あると認められるのはそれがものに
確立されてあるときで、ある」）訳は1j、Jll[2000:551］に従つ
た。

20VP3.9.10ーlI: janmabhivyaktiniyamah prayogopani-

bandhan苅 Inityadhlnasthititvac ca sthitir niyamapurvika 
II sthitasyanugrahas tais tair dharmai~ saJT!sargibhis tataち／
pratibandhas tirobhavaりprah旬amiti catmanaり／／（「生起と

顕現に関する〈制限） (niyama）は、［〈時間〉による能力

の］使役を様拠とする．そして［事象は］永遠なる［〈時
間〉］に依存して存立するから、［事象の］存立［も、〈時
間〉による能力の使役を根拠とする］〈制限〉に基づく。

存立している［事象］の扶助（anugraha）はその［〈時間〉］

一← 95-

流れが草や葉、つる草などを引きず、って別の場

所に運び去ることと同様に、その永遠な活動を

通じてこの現象世界におけるすべての事象を活

動させて、もとの状態から別の状態に変化させ
る210

個物は自分の〈行為〉実現に関してもそれ自

身が関係を結んでいる他者によって扶助され

る。この場合、個物という他者に内属する〈行

為〉の実現を扶助するものであるから個物と関

係を結んでいるその他者は〈能成者〉であり、

能力である。また個物も、それ自身に内属する

〈行為〉を実現するものであるから一つの〈能

成者〉であり、能力である。しかし関係を結ん

でいる他者に扶助されるという点からは、個物

は能力保持者である。さらに個物のく行為＞実

現を扶助する他者も、その扶助を通じて特定の

個物に内属するく行為＞を扶助するものとして

限定的に把握されるという点で能力保持者であ

る。 VP3.9.21-23を通じて、バルトリハリは個

物の存立と〈行為〉実現も、多様な事象間の扶

助関係によって起こる現象であることを意図し

ているのである。

2.5. VP3.9.24・25：老衰能力と個物の消滅

VP3.9.24-25においては、バルトリハリは個

物の老衰と消滅の過程について説明する。〈時

間〉が有する「老衰」と呼ばれる能力によって、

個物の能力が抑制され、今まで起こった現象と

は矛盾する現象、つまり生起・存立ゃく行為〉

実現と矛盾する若さの喪失や知に於ける鈍さ、

そしてくたびれることなどの現象が個物に起こ

る。そしてその個物と関係を結び、ともに〈行

為〉を実現していた諸事象と、その個物を存立

させていたく種〉や内属因は能力が抑制された

に基づいて、［その存立している事象と］関係を結んでい

るそれぞれの属性によって起こる．さらに、［事象］それ

自体の抑制・隠去・消滅［も、〈時間〉に基づいて、事象そ

れ自体と関係を結んでいるそれぞれの属性によって］起
こるJ)

21 VP3.9.41: t~i:iapan:ialatadlni yatha sroto ’ nukar~ati I 
pravartayati kalo 'pi matra matravat3JTI tatha II （「）｜｜の流れ

が草・葉・つる草などを引きずって運び去ることと同じ
ように、〈時間〉も要素を有するものの諸要素を活動させ
る」）
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その個物のもとを立ち去る。その結果、その個

物の本質は失われる。つまり、その個物は消滅

する。

生起から存立までの過程を主管してきた〈時

間〉の能力と矛盾する〈時間〉の別の能力、「老

衰」と呼ばれる能力によって、個物の能力は抑

制されはじめる。そして能力が抑制されること

によって、他の事象との扶助関係も抑制される

ようになる。その結果、最後に他の事象との扶

助関係が成立しなくなり、それによって個物は

それ以上持続できず、消滅してしまう。このよ

うにバルトリハリはこの二つの詩節を通じて、

個物の存立と〈行為〉実現を扶助していた諸事

象が個物のもとを立ち去ること、言い換えると

それら諸事象との扶助関係がなくなることに

よって個物は消滅すると語っている。彼の思想

体系においては、扶助せず、扶助されない事象

はもはや存在しないものなのである。

2.6. VP3.9.26：驚くべき作用による現象として

の生起・消滅

これまでの VP3.9.16-25までの 10詩節にお

いて個物の生起と存立、そして消滅までの過程

を説明したバルトリハリは、この VP3.9.26に

おいて事象の生起と消滅は驚くべき作用を通じ

て起こることであると述べる。

上述したように、バルトリハリはVP3.3.78に

おいて生起する以前の非存在を「そこにおいて

原因が地歩を占める余地のない」（apada）もの

であると表現している。しかし注意すべき点

は、バルトリハリがこの VP3.9.26においては

消滅する以前のものつまり存在についても「そ

こにおいて原因が地歩を占める余地のない」と

か「順序を持たない」（ni~krama）とか「根拠を

持たない」（nirnibandhana）というように表現

しているということである。我々は次の詩節に

注目する必要がある。

VP3.9.36: asatas ca kramo nasti sa hi bhettum 

na fakyate I 

sato’pi catmatattvarp yat tat tathaivavati与tha-

te II 

「非存在に関して、順序は［成立し］ない。そ

の［非存在］を区分することはできないから

である。また存在に関しても、［存在の］それ

自体の本質はまさにそのまま［変化せずに］

存立する［から、順序は成立しない］」

この詩節において、バルトリハリは非存在だ

けではなく、存在に関しても順序は成立しない

と述べている。その理由は、存在の本質はその

ままの形でいかなる変化もせずに存立するとい

う点にあり、したがって存在に関してはいかな

る実質的な変化も起こり得ないからである。も

し変化が起こるとするならば、それは存在に、

前にはなかった何かが加わるか、或いは以前に

はあった何かがなくなるすなわち非存在になる

ことを意味する。しかし存在の本質にそのよう

なことは起こらない。このように存在にはいか

なる実質的変化も起こりえないから、存在に関

して順序は成立しない。そして存在に関して変

化も順序も成立しないとき、存在に関して順序

を相とするく行為＞は成立しない。ゆえに、存

在は生起もしなければ、消滅もしない。また、

生起や消滅を目的として原因が存在に対して作

用することもあり得ない。なぜならば、原因は

扶助することを目的とするものであるカ~22、存

在に関して扶助というく行為＞は成立しないか

らである。それゆえ、存在に原因が地歩を占め

ることはない。従って存在であれ、非存在であ

れ、一切の事象は順序や変化を有しない。その

ことをバルトリハリは次のように述べる。

VP3.9.46: nirbhasopagamo yo’yarp kramavan 

iva drsyate I 

akramasyapi visvasya tat kalasya vice科itamII 

「［本質的には］順序を持たない一切の［事象］

のこの顕現の獲得（nirbhasopagama）は、あ

たかも順序を有しているかのように経験され

る。その［順序を持たない一切の［事象］の

顕現の獲得があたかも順序を有しているかの

ように経験される］ことは、〈時間〉の活動

［の結果］である」

本質的には順序を持たない一切の事象は、〈時

間〉の活動によってあたかも順序を有している

22脚注 19を参照されたい。
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かのように経験される。そしてそのことに基づ

いて、一切の事象に関して「生じる」とか「消

滅する」という定動詞表現が可能となる。

順序を持たず、生起や消滅などの変化のため

の根拠をも持たないものが順序を有し、変化を

しているかのように顕われることは、そこに原

因が地歩を占める余地のない結果に対して原因

の能力による制限が成立することと同様に不思

議なこと、合理的に説明することができないこ

とである。原因の能力による結果に対する制限

と同様、これも驚くべき作用による現象である

と言うほかない。

バルトリハリはこの VP3.9.26とVP3.9.17cd

句において、 VP3.9.I6-25及びVP3.9.17ab句と

は明らかに異なる視点から事象の生起と消滅を

論じている。彼はVP3.9.16-25及びVP3.9.17ab

句においては、世俗的な理解に比較的に近い

ヴァイシェーシカ学説を援用しながら、現象世

界における生起と消滅を多様な事象の間のそれ

ぞれの能力に基づく相互扶助によるものとして

説明する。この場合、彼が基づいているのは多

様な現象を能力の多様性による展開とみなす能

力論である。しかし、 VP3.9.17cd句と VP3.9.26

においては、バルトリハリは生起・消滅などの

変化や多様性を否定し、現象世界における変化

する多様な事象は変化することのない単一なる

語プラフマンがそのようなものとして顕われて

いるの過ぎないと述べる。この場合、彼が基づ

いているのは単一な実在が多様な事象として顕

われるという仮現論であり、多様な能力は結局

単一な語プラフマンと異ならないものであると

いう語プラフマン一元論である。

3. VP3.9.1←26註釈翻訳研究

以下に VP3.9.16-26に対する Prakii..血のテキ

ストと翻訳を提示する。便宜的にPrakii.§aには

科段番号を付している。また注においては可

能な限りで関連情報を提示するように努めて

いる。

VP3.9.16 

[VP3.9.16.0] katham ity atraiva kramam aha I 

【質問】いかにして［〈時間〉によって束縛された世
界の活動を、その同じく時間〉が認容するの］か230 

【答え】まさにこの［質問］に対して［バルトリハ
リは〈時間〉によって束縛された世界の活動がその
同じく時間〉によって認容される］過程を［次のよ
うに］述べる。

visistakiilasambandhil labdhapikisu saktisu I 

kriyibhivyajyate nityi prayogakhyena karma-

nil/ 

特定の〈時間〉と関係を結ぶことによって能力が
成熟するとき、「〈使役〉」と呼ばれる〈行為〉を
通じて、［諸原因の中に］恒常な〈行為〉が現わ
れる。

[VP3.9.16.1] iha p尚早inamupabhogaya visvaracana-

prapafica iti pralayaparyavasanasamaye’ctr将avasat
paramiil)U号uyathasvaqi karyajanika~ saktayo’bhi・
mukhThhavanti I 

この世界においては、世界の創造を通じた展開は生
き物が［それを］享受することを目的として起こる。
このゆえに、帰滅に至るまでの時間においては、それ
ぞれ結果を生み出す能力が不可見力（adr~！a）によっ
て諸原子の中に現前する（abhimukhibhavati)24 0 

23VP3.9.16に先立つ詩節（VP3.9.15）において、バルト
リハリはひもによって束縛された鳥をその同じひもが解放
することと同じように、〈時間〉は自身によって抑制された
(pratibaddha）世界の多様な活動を認容する（abhyanuj回）
と述べている。従って、 VP3.9.16導入部の「いかにして」
(katham）という質問は「いかにして〈時間〉によって束
縛された世界の活動を、その同じく時間〉が認容するの
か」という意味である。
VP3.9.15: pratibaddhiis ca yiis tena citrii visvasya vrttayaり
It功saeviin吋iiniitiyathii tantuりsakuntik功II（「その［〈時
間〉］によって抑制された世界の多様な活動を、その同じ
［〈時間〉］が認容する。［これは］例えばひもが［そのひ
もによって束縛された］鳥を［解放することと同じであ
る］」）
2-1因中無果論を主張するヴァイシェーシカ学派の代表

的な概論書である Prasastapadabhii~ya の説明によれば、
世界の創造の過程は次のようである。

Prasastapadabhii~ya[ 1984: 48-9]: tataりpunaりpriii;ii-
niiJTI bhogabhiitaye mahesvarasisrk~iinantaraJTI sarviitma-

- 97一
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[VP3.9.16.2] dar5anantare pradhane va mU!akarai:i巴

karyonmukha臼kti号u ca nitye号u mU!akarai:i匂u

parasparasarpsl句亘yaprayogaI:i prera9akhyaりkarma-
vi記号o jayate, yena samanyabhiita pravfttir iti 

purvavyakhyatasatattva25 sarvabhavagata nitya kri” 

ya praka~ikriyate I tatha ca savyaparai:ii kara9ani 

paraspararp sarpyujyante /116// 

或は、別の見解［すなわち因中有果論］においては、

根本原因である根本原質（pradhana）の中に、そし

て結果を生み出そうとする能力を有する恒常な諸根
本原因［、つまり五唯（paficatanmatra)26］の中に、

［それらを］互いに結合させることを目的とする〈使
役〉すなわち「刺激」と呼ばれる特別な〈行為〉が

生じる。［そして、］その［〈使役〉という〈行為〉］
によって一般的な活動が起こる。このようにして、

既に［「〈能成者〉詳解」章、「〈行為〉詳解J章にお

いて］その本質が説明された恒常ですべてのものに
内在するく行為〉が顕われる。そしてそのような場

合、働きを有する諸原因は互いに結合する。

VP3.9.17 

[VP3.9. l 7.0] tatas ca I 

そして、その後、

jatiprayuktii旬syaiptu phalavyaktiちpr吋ayateI 
kuto’py adbhutaya vrttya saktibhi存saniyamy-
ate II 

そして、その［恒常な〈行為〉が顕現する］とき、

結果である個物が〈種〉に使役されて生じる。そ

の［結果である個物］は、何らかの理由から、驚

gatavfttilabdhadmapek号巴bhyas tatsarpyogebhya~ pavana-
parama1:m~u karmotpattau te~af!l parasparasarpyogebhyo 
dvya1:mkadiprakram巴早amahan vayuりsamutpannonabhasi 
dodhiiyamanas ti~ ＼hati I （「ついで更に、生類の受用が生
じるようにとの願が大自在天にあらわれる。そうすると
直ちに、すべての我にある不可見力が活動を始める。そ
してその影響によって、かの（我と微塵との）結合が生
じ、それによって風の極微に業（働き）が発生する。かく
して、極微相互の合から、二微果（dvy-ai:iuka,th巴Diad)
等が次第に生じて、粗大な（元素の）風が発生する。そ
してそれが揺れ動きながら虚空に存在する」）訳は金倉
[ 1971: 117］に従った。
25Trivandrum, Raghunatha: piirvavyakhyatasatattva; Iyer: 

piirvavyakhyatasatatva; Benares: piirvavyakhyatatatva. 
26因中有果論を奉ずる Sarpkhya学派の根本論書の一
つである Siirrzkhyakiirikii によれば、プルシヤ（pur~a）の
享受のために活動をはじめる神々や人間の十三種の器官
(karai:ia）は五唯（paficatanmatra）とその五唯からなる五元
素（paficamahabhiita）を対象とする。このことについては
おrrzkhyakiirikii3l, 33-34及びそれらに対するヴアーチャ
スパティミシュラ（Vacaspatimisra）による註釈Tattvakau-
mud！を参照されたい。また、山口［1974:212-17］もこのこ
とに関連して詳しい議論を展開している。それら五唯と
五元素が根源的には根本原質を原因として生じたもので
あることはいうまでもない。

くべき作用を通じて［原因が有する］能力によっ

て制限される。

[VP3.9.17.1] tasyarp nity亘yiirp kriyiiyiim abhi-

vyaktayiirp satyarp 

kara9e~u phalavyaktil:i kiiryavyaktiりprajii）叫el
svasrayasyiibhini号pattyaisa kriyay劫 prayojikii// 

iti jiiteり prayojakatvam uktam I niyatajiifiyii-
bhisarpdhanena kiira9iiniirp vy孟piiropapatteI:i j atiり
prayojakakartrl I 

その恒常な〈行為〉が顕現するとき、

「諸原因の中に結果である個物（phalavyakti=kiir戸市

vyakti）が生じる。その［〈種〉］は自分の基体の

実現のために〈行為〉の使役者となる」

というように、〈種〉が使役者となることが述べら

れている。諸原因の活動は［その諸原因が］特定の

種類に属する［個物の実現］を指向していることに

よって合理的に説明される。それゆえ、〈種〉は使

役者としての〈行為主体〉である。
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[VP3.9 .17 .2] sadasatpak号abhedenadarsanadvayasya 

purvarp pratyiikhyiiniid aha kuto’py adbhutayii Vfttyii 
iti I 

atyadbhutii tv iyarp Vfttir yad abhagarp yad akra-

mam/ 

bhiiviin互qipriigabhiitiiniim iitmatattvaqi prakii5at巴／／

ity atra nir9itam etat I sii ca jatii kiiηavyaktiりkii・
ra9a5aktibhir niyamyate yena tatraiva ti与！hatiI tat-

saqibandhitayii ca vyavahriyate I sadasatpak号ayor

api ca karai:ianiiqi vyiipiirasya pariikara9iit sva-

tmani kiiryasya prati斜加panarpniyamo’py adbhu-
tiiscaryabhiitii Vfttiり/117//

因中有果の見解・因中無果の見解の違いに応じて、

二つの見解［、つまり因中有果論と因中無果論］は
既に否定された。ゆえに、［この詩節においては、バ

ルトリハリは］「［結果である個物は］何らかの理由

から、驚くべき作用を通じて［生じる］」と述べる。
このことは、

「以前には存在しなかった諸々の事象［すなわち結

果としての事象］のそれ自身の本質（iitmatattva)

はく区分〉を持たず、〈！！贋序〉［も］持たないもので

ある． しかし、［そのような］事象のそれ自身の本

質は、ある作用が存在するとき［〈区分〉を持ち、

〈順序〉を持つものとして］顕われる（prakii5ate）。
［ブラフマンの能力に帰せられる］その作用は、非

常に驚くべきものである」

というこの［詩節すなわち VP3.3.8i］において既

に確定されている。そして、生じたその結果であ

る個物は原因の能力によって制限される。その結

果、［結果である個物は］その［原因］にのみ定在

する。そして、［原因のみに定在する結果である個

物は］その［原因］と関係を結ぶものとして言語表
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現される。しかし、因中有果の見解であれ、因中無

果の見解であれ、諸原因の活動は否定されるから、

［原因が］自分自身の中に結果を定在せしめること

すなわち［結果を］制限することもまた驚くべき

(adbhuta＝面caryabhiita）作用である。

VP3.9.18 

[VP3.9.18.0] anantararμ kirμ bhavafity aha I 

【質問】その直後には何が起こるのか。

【答え】［この質問に対してバルトリハリは次のよう

に］答える。

tatas tu samav尋yakhya saktir bhedasya 

badhika/ 

ekatvam iva ta vyaktir ap忌dayatikaranaih II 

そしてその後、［原因と結果の］違い［が顕われ

ること］を阻む「内属」と呼ばれる能力によって

その［結果である］個物はあたかも諸原因と同一

なものになるかのようである。

[VP3.9.18.1] iha tant同upa~a ityadThapratyayahetuJ:i 

samavay功 paratantryasamyat piirvarμ faktitvena 
vyavasthapitaちIsa niyamanantararμ karyakarai:iayor 
bhedarμ tirodhapayati I yata ekatvam iva atra bh亙－

sate I tatha ca kecit karai:iavyatiriktarμ karyarμ 

necchanti I bhedapratyayavi号ayebhyo ’bhedapra-
tyayavi~ayasyavayavino ’vayavebhyo vastuto bhedan 

naikatvam iti ivafabdaJ:i //18// 

「この糸の中に布がある」などの「ここにxがある」
という観念の原因である内属27は依他性という点で

の類似性（paratantryasamya）から、既に能力とし

て確定されているお。その［内属］は［結果が原因

の能力によって］制限された直後、原因と結果の違

27 Pra§astapadabha~ya は内属について次のように説明
している。
Pra§astapadabha~ya[l 984: 324-5]: ayutasiddhanam 
adharyadharabhiltanaf!l y功sambandhaihapratyayahetuりsa
samavay功 Idravyagui:iakarmasamanyavise詞i:iaf!lkarya-
karai:iabhiltanam akaryakarai:iabhiltanaf!1 vayutasiddhanam 
adharyadharabhavenavasthitanam ihedam iti buddhir 
yato bhavati yatas casarvagatanam adhigatanyatvanam 

avi~vagbhava~ sa samavayakhyaりsambandhaり／（「不離
が確定し（ayutasiddha）所持と能持との関係にある物
(adharya-adhara-bhilta, relation of the container and th巴

contained）の結合について、ここに（それあり）との理解
の因となるものが、和合である。即ち、因果としてあり、
或いは因果としてない所の、不離の確定した、所持と能
持の関係に置かれた実、徳、業、問、異について、「ここ
にそれがある（iha-idamiti）との意識（buddhi）が、それ
から生じ、又、非遍在で異体であると知られた物の非孤
立性（avi~vagbhava）が、それによって（明らかにせら
れる所のもの）これが、和合と称する結合（sambandha)
である」）訳は金倉［1971:232］に従った。
2K VP3.3.8-l l: niratmakanam utpattau niyamah kvacid 
eva yah I t巴naivavyapavargasca praptyabhede sa yatkrtaり
II atmantarasya ycnatma tadatmevavadharyate I yatas 
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いを隠す。それゆえ、ここに［原因と結果は］あた

かも同一なものであるかのように顕われる。そし

てそのような場合、ある人々［すなわち因中有果論

者］は結果を原因と別物として認めない。「同一で

ある」という観念の対象である〈全体） (avayavin) 

は「異なる」とし寸観念の対象である諸々の〈部分〉

(avayava）とは異なるから、実際には［〈原因〉と

〈結果〉は］同一ではない。ゆえに、「あたかも［諸

原因と同一なものになる］かのようである」という

(iva）という表現［が使われている］。

VP3.9.19 

[VP3.9. l 9.0] evarμ prati号~hitayarµ karyavyaktau 

このように結果である個物が［原因の中に］定在す

るとき、

athasman niyamad 耐世ivaipjatayo y埼 prayo・
jik碕／
ta与 sarva vyaktim ayanti svacche chaya 
ivambhasi II 

そして、この［原因の能力による結果の］制限の

後、［諸原因の］使役者であるすべての〈種〉は

［木などの］映像が澄んだ水に［水と異ならない

ものとして映る］ように、［個物の中にあたかも個

物と同一なものになったかのように］顕現する。

[VP3.9.19.1] atha iti samuccaye I iirdhvafabdenana-

ntaryasyoktatvat I kar切afaktibhir yada vyaktiり
svatmani niyamita tadanantararμ ni~！h孟sarµbandhayor

ekakalatvat karyavyaktir jataiva sv勾亘ty孟sarμbadhyate
pray吋ikayaI 

「そしてJ(atha）という語は接続（samuccaya）の意味

で［使われている］。なぜならば、「後」（iirdhvam)

caikatvananatvaf!l tattvaf!1 nadhyavasiyate // t亘f!lsakti f!l 
samavayakhyaf!l faktrnam upakariポm I bhedabhedav 
atikrantam anyathaiva vyavasthitam // dharmaf!1 sarva-
padarthanam am功 sarvalak切り功 Ianugrhi:iati saf!1bandha 
iti piirvebhya agama~ // （「本質を持たないものが生起する
とき、『特定の［原因］にのみ［その本質を持たないもの
は生起する］』という制限がある。そしてその［特定の
原因］と［生起するもの］の非分離（avyapavarga）が起
こる。それら［制限と非分離］は関係（prapti）であると
いう点では［〈結合） (saf!1yoga）と］異ならないけれど
も、その［内属（samavaya）］にとって実現される。そ
の［内属］に基づいて、本質xを有するものについて、
それ自体が別の本質（y）を有しているかのように確定
される。そしてその［内属］によって、［内属の関係項
聞の］本質は同一であるとも異なるとも決定されない。
その『内属』と呼ばれる能力は、［同じ基体に属する他
の］諸能力を扶助するものであり、［基体との］差異と
不異を越え、まったく別様に存立するものである。［そ
のような『内属』と呼ばれる能力を］一切の事象の［自
主性という］属性を越え、一切事象によって知らしめら
れる関係が扶助する。以上のことは先学達によって伝承
されていることである」）
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という言葉によって直後であることが意図されてい
るからである。［結果である］個物が原因の能力に
よって［原因］それ自体に限定されるとき、その直
後に、結果である個物は生じるや否や［諸原因の］
〈使役者〉である自己の〈種〉と関係を結ぶ。なぜな
らば、実現されることと［自己の〈種〉と］関係を結
ぶことは同時に［起こる］ことであるからである。

[VP3.9.19.2] ni計hottarakii.laqitu k号ai:iantarerupii.di-

gui:iopajanii.d indriyii.rthasannikar号亘t saqiyukta-

samavii.yena rupidravyasamavii.y司jii.taya与prakii.santeI 
tadyath孟nirmalejale vrk号制Tnii.qichii.yii. pratibimbat:i29 

jalii.bhedena, evaqi vyakter aikyii.tmyam iva prii.ptii. 

jii.tayo’pi grhyanta iti dr~~ii.ntasii.myam I s釘V功 iti
sattii.dravyatvaprthivitvadaya与1/1911

一方、［結果が］実現した次の時間、つまり［結果実
現の利那とは］別の利那に色などの属性が生じる。
その後、感官と［その］対象［である、色などの属性
の実体であるところの結果］の接触を通じて［結果
である個物に対する知覚が起こる300 そしてその場

合、感官と］結合している［実体］への内属によっ
て［〈種〉は］色［などの属性］を有する実体へ内属
する。〈種〉は［この色などの属性を有する実体へ
の内属を通じて］顕われる。例えば、汚れのない水
に木などの映像（chayii.=pratibimba）は水と異なら
ないものとして［映る］。同様に、〈種〉もまた、あ
たかも個物と同一なものになったかのように把握さ
れる。以上のことが、［この］比轍における類似性
である。「すべてのJ(sarva）という語によっては、
有性（satta）・実体性（dravyatva）・地性（pfthivitva)
など［の〈種〉が意図されている］。

VP3.9.20 

[VP3.9.20.0] ato’nantaraqi gui:ianam utpattim aha I 

この直後に属性が生じることを［バルトリハリは次
のように］述べる。

kira'}inuvidhiyitvid atha kira'}apiirvak持f
go平面旬trop司iy佃 tesvajitivyaktihetava与／／

［結果は］原因に随順するものであるから、［生起
の順序において］原因［である個物］に先行され
る属性はその後［すなわち結果である個物が生じ
た後］、その［自身の内属因である個物］の中に

29Trivandrum, Raghunatha, Iyer[P]: cchaya pratibiqibaり；
Iyer: chayapratibimbaqi; Benares: chaya pratibimbaJ!l. 
30ヴァイシェーシカ学派の見解によれば、大なる量を
持つ実体を我々が知覚できるのは、それが多数の実体
を内属国としているからであり、また色を有しているか
らである。つまり、実体は知覚されるために、色という
属性を有しなければならない。 Vaise~ikasatra4.I .6: ma-
haty an巴kadravyavattvadrupac copalabdhiり.Candrananda’s 
Vrtti ad Iゐise~ikasiitra4.I .6[ 196 I :33]: mahattvaparima~a­
samavayini dravye samavayikara~adravyabahutvad riipac ca 
foklader jiianaqi bhavati I 

生じる。［生起した］属性は自己の〈種〉の顕現
の原因となる。

[VP3.9.20. l] kii.rai:ianuvidhayitvena piirv釘pkarai:io-

tpatt肉 pascii.tkaryotpattim aha I tenaikasmin k~ai:ie 
nirgui:iaiva karyavyaktiり tato ’vayavagui:iebhyo 
’samavayikarai:iebhy功 svavayavisamavayikarai:ia-
sahitebhyo31’vayavini rupadyutpattil:i I utpannii.s ca 
rupadayaちsvajafirupatvadik功samabhivyaiijayantiI 

［結果は］原因に随順するものであるから、まず原
因が生じ、その後結果が生じることを［バルトリハ
リはこの詩節において］述べている。それゆえ、一
利那の間結果である個物はまさにいかなる属性をも
持たないものとしてある。その後、色などの属性が
自身の内属国である〈全体〉と共存する［自身の］
非内属国である〈部分〉の属性によって、〈全体〉の
中に生じる。そして、生じた色など［の属性］は色
性などの自身の〈種〉を顕現せしめる。

[VP3.9.20.2] ad符！avasat paramai:iu号u kriyotpanna 
purvadesasaqiyogavibhagavinasapiirvakaqi p紅asparo-

pasle~ei:ia dvyai:iukadiprakramei:ia bhogasadhanan 

padarthii.n utpadayatiti pii:i<:JitarthaりIatra sarvatra 
kramakhya kiilasaktiり savyaparety abhyanujfie-
yam 112011 

不可見力（adr~！a）によって諸原子の中に〈行為〉が
生じる。その〈行為〉は、［諸原子の］以前の場所と
の〈結合） (saqiyoga）が〈分離） (vibhaga）によって
消滅（vinasa）した32後、［諸原子を］互いに結合させ

ることによって二微果（dvyai:iuka）などの順に［生
き物の］享受を実現せしめる諸事象を生ぜしめる。
以上が［VP3.9.16・20の］全体的な内容である。こ
のすべての［過程］において〈順序〉と呼ばれる〈時
間〉の能力が働いていると認められるべきである。

31Benares, Trivandrum, Raghunatha: svavayavisamavayi-
kara9asahitebhyo; Iyer: svavayavisamavayakara9asahite-
bhyo. 
32 ＜分離〉による〈結合〉の消滅について、 Prasasta-

piidabhii~ya は次のように説明している。
Prafastapiidabhii~ya[ I 984: I 41]: vinasas tu sarvasya 
saqiyogasyaikarthasamavetad vibhagat kvacid asraya-
vinasad api I katham I yada tantvoりsaqiyogesaty 
anyataratantvarambhake aqisau karmotpadyate tena 
karma9ii aqisvantariid vibhiig功 kriyate vibhiigiic ca 
tantvarambhakasaqiyogaviniis功 saqiyogavinasat tantu・
vinasas tadviniise tadasritasya tantvantarasaqiyogasya 
vinasa iti II （「これに対して、一切の合の滅は、（合を形
造る）同一物に和合せる離（vibhaga）から生じ、或場
合には所依の滅からも（合の減が）生ずる。知何にし
てであるか。ーそれは、二本の糸が合している場合に、
何れかの糸の構成部分（aqifo）に、（或原因から）活動
(karman＝業）が生ずるとせよ。そうすれば、この活動に
よって、他の部分からの離が造られる。さらに、この離
によって、糸を構成する合の減が生ずる。合の滅から糸
の滅がおこる。糸が滅すれば、糸に依止せる他の糸の合
は滅するのである」）翻訳は金倉［I971: 153］に従った。
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VP3.9.21 

[VP3.9.21.0] k忌lakrtajanmaparyay孟bh孟vana111vya-

khyata~ I idanlJTI sthiti111 vyaca* I 

〈時間〉によって実現される諸事象の生起の過程が
説明された。次に、［諸事象の］存立について［バ
ルトリハリは次のように］説明する。

asraya~尚早 canityatvam誕ri偏na甲 canityatii I 
ta vyak釘ranugrh早atisthitis tena prakalpate // 

［個物それ自身の］基体の恒常性と［その個物に］

依拠するものの恒常性がそれら［結果である］個
物［が存立すること］を扶助する。そのことに
よって、［結果である個物の］存立は可能となる。

[VP3.9.21.1] yas孟mtavat karyavyak白liiJTI nitya 
asray功 karaりani tasa111 karai:iavinafapiirvakasya 
vinafasyabhavad avasthitatvam I atas ca paramai:iva-

dlna111 kara9ana111 nityatval!l kartf t功 karyavyaktlr
upakaroti sthapakatvenavasthapanat I anyathadhara-

vinasan navati~~heran I 

まずもって、恒常な基体すなわち原因を持つ結果で
ある個物に関しては［それらの］原因の消滅に基づ
く消滅33が成立しないから、それら［恒常な基体す

なわち原因を持つ結果である個物］は存立する。そ
してこのゆえに、原子などの［恒常な］諸原因の恒
常性は〈行為主体〉としてそれら結果である個物を
扶助する。なぜならば、［原因の恒常性は］存立せ

しめるものとして［結果である個物を］存立せしめ
るからである。さもなければ、基体（adhara）の消
滅によって［結果である個物は］存立しなくなるで
あろう。

[VP3.9.21.2] anityasraya9am api k孟ryavyaktlnamasri-

tana111 jatlnaJTI nityatvad avin誕akarai:iamavasthana111 

svajatibhir evanugrhyate, tavanta111 kala111 niyata-

jatlyatayavasthanasambhavat I anyathadheyaniil!l 

samanyanam apaye dravya9y avyavaharyatvad 

asthitakalpani syu~ //2 l// 

恒常ではない基体を持つ結果である個物に関して
も、［それらに］依拠する〈種〉が恒常なものである
から、それら［恒常ではない基体を持つ結果である

33ヴァイシエーシカ学派の見解では、あるものの消滅
は、そのものが依拠している基体（asraya）の消滅或いは
そのものを構成している〈部分） (avayava）同士の〈結合〉
(sa'!lyoga）の消滅によって起こる。 Nyiiyakandali[l984:31-
2]: sa caiko narambhaka~ ekasya nityasya carambhakatve 
karyasya satatot抑tti~ syad apek~l)lyabhavat I avinasitva'!l 
ca prasajyate I asrayavinafasyavayavavibhagasya ca 
vinafahetor abhavat I （「しかし、その［原子（paramai:iu)]
が単独で、［ものを］構成することはない。もし単一で〉恒
常な［原子が単独でものを］構成するとするならば、結
果は常に生起してしまう。なぜならば、［この場合には
結果を生ぜしめるために一つの原子以外に］必要とさ
れるべきものはないからである。さらに、［生起した結
果が］滅しなくなってしまう。基体の消滅ゃく部分〉の
〈分離〉といった消滅の原因が［一つの原因からなる結
果には］存在しなし功〉らである」）

個物］の存立は［それら結果である個物に］消滅の
原因が存在しない限り、［個物］自身の〈種〉によっ
て扶助される。なぜならば、［それら結果である個
物は］その限りの時間において特定の〈種〉に属す
るものとして存立することができるからである。も
しそうでなければ、［それらに］依拠する〈種〉が
消滅するとき、〈実体〉［である個物］は言語表現さ
れ得ないことから存立しないも同然なものとなるで
あろう。

VP3.9.22 

[VP3.9.22.0] ittha111 cotpattir iva sthitir api par孟dhlnety

aha I 

そしてこのように［恒常ではない事象の］生起［が
他のものに依存するの］と同様に、［恒常ではない
事象の］存立もまた他のものに依存するということ

を［パlレトリハリは次のように］述べる。

anityasya yathotpade paratantryam tatha sthi・
tau/ 

vinas忌yaivatat sr~！am asvadhlnasthitiiμ viduJ;t II 

恒常ではない［事象］は、［それ自身の］生起に
関して他者に依存する。それと同様に、［恒常で
はない事象は］存立に関しでも他者に依存する。

［もし他者に依存しないとすれば、］それはただ消
滅するために創造された［ことになるであろう］。
［ゆえに、］人々は［恒常ではない事象は］他者に
依存して存立すると考える。

[VP3.9.22. l] kara9a111 vinotpattyabhavat yathasau 

tatparatantra tatha karai:iav時~ambham antarei:ia 

svat功sthityabhavat kftakam utpattyanantaram 

eva pradhva111sam iyad iti vinasayaiva tat Sf~~~ 
syat, narthakriyartham ity arth功 Itan ma bhud 

asyaparthaka111 janmeti kara9ayattasthitikal!l tan 

manyante vaise号ikaり11221/

原因なしには［恒常ではない事象の］生起は起こら
ないから、その［恒常ではない事象の生起］はその
［原因］に依存する。それと同様に、原因による支
えなしには、［恒常ではない事象が］自立的に存立
することはないから、実現された［事象］はまさに

生起して間もなく消滅するであろう。従って、その
［実現された事象］は効果的作用（arthakriya)［を発

揮する］ためではなく、ただ消滅するために生み出

されたことになるであろう。以上のような意味であ
る。この［実現された事象］の生起がそのような無
益なものであってはならないから、ヴァイシェーシ

カ学派の人々はその［実現された事象］を原因に依
拠して存立するものであると考える。

VP3.9.23 

[VP3.9.23.0] nanu kramayaugapadyabhyiil!l sthira-

rthakriyanupapatter ante vinasadarsan忌ttatrapek号ふ
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bhiiviit lqtakaりsannity eva vinasyafiti sthityabhiiva ity 
iifailky孟ha/

【反論】恒常なものが効果的作用を継時的に発揮す

ることも、同時的に発揮することも妥当しないか
ら34、［そして、事象は］最終的には消滅すること

が経験されるから、その［事象の存立］を期待する
ことはできない。それゆえ、実現された［事象］は
「ある」と言われるや否や消滅する35。従って、［実

現された事象の］存立は成立しない。

【答論】以上のような疑念に対して、［バルトリハリ

は次のように］答える。

s血i旬与 sa'!lsargibhir bhavai与 svakriyasv 
anugrhyate I 

nai肩車 sattamanudgrhya vrttir janmavata甲
smrta// 

存立している［事象］は、自分の〈行為〉に関して
［自身が］関係を結んでいる［他の］事象によっ

て扶助される。伝承によると、これら［存立して

いる事象が関係を結んでいる他の事象］の存在を

34谷［2000:111任］によれば、恒常なものは効果的作
用を発揮し得ないという理由から事象の利那滅性を確立
しようとする論証はダルマキールテイ（Dharmakirti）の
Pramii!laviniscayaに初めて登場する。 Pramii!laviniscaya
11(1973:78]: skad cig ma ma yin pa ni de ltar ma yin te I 
rnam pa thams cad du mi srid pa’i phyir ro II skad cig ma ma 
yin pa de ni don byed par srid pa ma yin te I rim dang cig car 
’gal ba’i phyir ro II rim gyis ni ma yin te I ltos pa med par 
rang yod tsam gyis byed pa por gyur pa ni sdod par mi rigs 
pa’i phyir ro II sngar byed pa po ma yin pa ni phyis kyang 
mi’gyur te I rang gi ngo bo’gyur ba med pa’i phyir ro II ltos 
pa yin na yang bshad zin to II cig car by巴dpa yang ma yin 
te I de’i rang gi ngo bo ni phyis kyang mi byed par mi ’thad 
pa’i phyir ro II des na nus pa thams cad ldog pa d巴niyod 
pa’i mtshan nyid las’das pa yin no II （「非瞬間的なものは
このように［必然的に作用する可能性は］ない。どのよ
うな方法によっても不可能だからである。非瞬間的なも
のは［目的を達するための］効果的作用をなす可能性が
ない。何故なら、継時的にも同時にも［その作用に］両立
不可能なことがあるからである。［まず、］継時的に［効
果的作用］をなすことができない。［共働原因から］独立
しているとき、それ自身の存在していることのみによっ
て作用することになるが、そのようなものが［その作用
の結巣を］遅延することは不合理であるからである。以
前に作用する当体でないものは後になっても［作用する
もの］となることはできない。何故なら、本質は変化し
ないからである。［共働原因に］依存する場合に関しでも
すでに説明した。同時に作用することもできない。何故
なら、その［作用するという］本質規定は後になっても
作用しなくなることが不可能だからである。従って、す
べての能力を欠如したそれは、存在の特相から外れてし
まうのである」）訳は谷［2000：・113］に従った。
35或は、別解釈として「作られたもの［について］は
「ある」と「消滅する」としミう［二つの表現］しか［成立
し］なし当［。すなわち「存立する」は成立しない］」も考え
られる。どちらの場合にも、「事象は決して存立しない」
ということが意図されている。

認めなくては、生起を有する［事象］に関して働

きは成立しない。

[VP3.9.23.1] saqisargibhiり sahakiiribhi年 anug~hito

bhiivo 'rthakriyiisu yogy均 Ina hy ekaqi kin-
cana janakaqi siimagrit功 kriyiisiddhir ity 時iiqi
saqisargir:iaqi sahakiirir:iiiqi sattvam asv~tya kiirye 

v~ttiり vyiipiiro niisti jiitiin亙mbhiiviiniim I 
関係を結んでいる諸共働因（sahakiirin）によって扶

助されるとき、事象は効果的作用を発揮することが
できる。なぜならば、いかなるものも単独では［結

果を］生み出すもの足り得ず、〈行為〉［つまり効果
的作用］は原因総体（siimagrI）に基づいて実現され

るからである。ゆえに、［事象が］関係を結んでい

るこれら諸共働因の存在を認めなくては、生じた事

象が結果に対して働くこと（v~tti=vyiipiira）はない。

[VP3.9.23.2] tad evaqi kramabhiivyanekak訂ya-

kart~vaqi tattatsahakiiripriiptau sthitilak与ar:iamupa-

padyate I tathii ca sthitiparyantiibhyanujnopapattiJ:i I 
yat tu sahakiiri明与 kiqikurvanfiti codyate tatra 
sahakarar:iam eva sahakiiriirtho ［／］’tifayiider anyatra 

viciiritatviid yathiipraffti sthiratvarp samarthitaqi 

tadviidibhiJ:i //23// 

かくして、このように、それぞれの共働因を獲得し

たとき、順々に生じる複数の結果［を生み出す〈行

為〉の］〈行為主体〉であることが存立の定義として

妥当する。そしてそのような場合、［事象の生起か

ら］存立までは［〈時間〉能力の］認容（abhyanujnii)
［の活動によるもの］であるということが妥当する。

一方、「共働因がどんな働きをなしえよう」と批判

するならば、その［批判］に対しては「一緒に働く

ことこそが〈共働〉の目的である」［と答えるべきで

ある］。［〈共働〉の結果である］〈卓越性＞ (atifaya) 
などに関しては既に他のところで36考察されている

から、［この VP3.9.23においては、事象の］持続性
が、それを主張する論者達に従って，常識通りに確
立されている。

VP3.9.24 

[VP3.9.24.0] idiinirp pratibandhalak切りiirpkiilav~ttirp 

vyiica号！el

次に抑制と特徴付けられる〈時間〉の働きについて

［パyレトリハリは次のように］説明する。

jarakhya kala8aktir ya saktyantaravir吋 hiniI 

sa sakt司pratibadhnatijayante ca virodhinah II 

［〈時間〉が有する］他の能力［すなわち事象の生起

と存立を実現せしめる能力］と矛盾する（virodhin)
「老衰」と呼ばれる〈時間〉の能力は、［事象が持

36VP3.7.74・75とVP3.7.93の二カ所を指していると考
えられる。 VP3.7.74-75においては目的（karman）と関連
して卓越性が論じられ、 VP3.7.93では手段（karar:ia）との
関連から卓越性が論じられている。
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つ］諸能力を抑制する。［それによって、〈時間〉
が有する他の能力によって実現される結果とは］
矛盾する（virodhin) ［結果］が［事象に］生じる。

[VP3ゑ24.l] jlryate bhiivo’nayeti jara nama kalasya 
saktiQ pral).yapraQ.isadharal).ayauvanadiSaktyantara-
pratibandhinl karyavyakfinaqi ka!antaraparivasava-
dhrtarthakriyasu samarthyaqi vighnayati I tatas ca 
samarthyavirodhino ’vasthavise~功 praQ.yapraQ.i号u

prajfiamandyafo~adayaQ pradurbhavanti I yataり
pradhvaqisaりpratyasannaiti lak~yate //24// 

「ぞれによって事象が老衰化されるところのもの」
と［語源分析される］「者衰［の原因］」と呼ばれる
〈時間〉の能力は、いのちを持つもの・いのちを持
たないものに共通する若さなどの別の能力を抑制す
るものであるから、結果である個物が有する、別の
時聞を住処として［発揮することが］確定されてい
る効果的作用に対する能力［が実現されるの］を阻
む。そしてその結果、知における鈍さや乾燥化など
という、能力とは反対の特殊な状態がいのちを持つ
もの・いのちを持たないものに顕われる。消滅はそ
の［老衰］から近いと理解される。

VP3.9.25 

[VP3.9.25.0] evaqi jarasadhi斜hitebhave 

このように事象が老衰によって支配されるとき、

prayojakas佃 yebhavah sthitibhagasya beta-

vah/ 

tirobhavanti te sarve yata atma prahiyate II 

しかし、［関係を結んでいる事象の］使役者であ
り、［その事象の］存立という部分の原因である
事象すべてはなくなる。その結果、［それらと関
係を結んでいた事象の］本質は失われる。

[VP3.9.25.1] yaiザ7 pravartit劫 svakarye bhav功
saqisargibhiりsahakaribhiりsthityaqifahetavaりtesarve 
’sya jaradhi号！hitasyakftadhna iva saho~ita api ni-
vartante I te号univrtte号ukftakaral).iyasyasya bhavasya 

svarupaqi pracyavate //25// 

［それ自身と］関係を結んでいる諸共働因によって、
事象は自分［によって実現されるべき］結果に向け
て活動を始める。この［事象］の存立という部分の
原因であるそれらすべての［共働因］は、［この事象
と］ともに過ごしていたにもかかわらず、この［事
象］が老衰によって支配されるとき、恩知らずの［人
が友達のもとを立ち去る］ようになくなる。それら
［共働因］がなくなるとき、実現されるべきものを
既に実現したこの事象の本質は失われる。

37Bena陀s,Raghunatha, F[4], F[20](= Iyer[E2]): yaiり；
Iyer, Trivandrum: yaiり（yeマ）．

VP3.9.26 

[VP3.9.26.0] na tu vinafakaraQ.air asya kificit kriyata 
ity aha I 

しかし、［真実には］消滅の原因はこの［事象］に
対していかなる［作用］も為さない、ということを
［パJレトリハリは次のように］述べる。

ya曲aivadbhutaya vrttyii 凶作rama甲 nirni-
bandhanam/ 

apadarμ jiiyate sarvarμ tathasyatma prahiyate II 

順序を持たず、［生起の］根拠も持たない、［そし
てそこに原因が］地歩を占める余地のない［、或
はそれを表現する言葉が存在しない］一切［の事
象］は、驚くべき作用を通じて生じる。それと同
様に、この［一切の事象］の本質は驚くべき作用
を通じて失われる。

[VP3.9.26.1] janmani sadasatpa匂abhedenapurvaqi 
karaQ.avyaparasya vyudasad avibhiivitatattvam 
avidyamanakaraQ.abhutanibandhanam ata eva karal)a-
vyaparabhavat paurvaparyel).aqisilqisikayani号patter
akramaqi visvam ajayamanam upalak号yataiti purvam 
eva vivartacintayilqi nifl).itam etat I 

生起に関しては、既に因中有果の見解・因中無果の
見解の違いに応じて原因の働きが否定された。それ
ゆえ、一切［の事象］は生じるとき、次のようなも
のと見なされる。すなわち、［それは］ 1）未だそれ
の本質が顕われておらず、［それの生起の］原因で
ある根拠が存在しないものである。 2）まさにこの
ゆえに、［それに対する］原因の働きが［成立し］な
いものである。 3）それゆえ、順に［まず］部分とし
て、［その後］全体として生起することのないもの
である。 4）ゆえに順序を持たないものである。こ
のことは、まさに既に〈仮現） (vivarta）について
考察したときに38確定された。

[VP3.9.26.2] evaqi vin誕e’piI kriyama1.rntayaqi 
bhavatapatter nirnibandhanam eva prahaQ.aqi kala-
parivasadhinaqi bhiivanam ity arthaりItad evaqi 
sargasthitipralayanaqi kalakftapratibandhabhyanu-
jfiava8ena sambhava iti visvatmanaりkalasyavyaparo 
’tra sarvatreti nirQ.itam I tad uktam pratyavasthaqi tu 
kalasya vyaparo’回vyavasthit均iti//26// 

消滅に関しても同じである。もし［消滅が原因に
よって］実現されるとするならば、［消滅は］存在
になってしまう。ぞれゆえ、まさに根拠を持たない
ものである事象の消滅は〈時間〉という住処に依拠
するものである、という意味である。かくして、以
上のように創造・存立・消滅は〈時間〉によって実
現される抑制と認容［といった活動］によって起こ
るから、宇宙の魂である〈時間〉の働きはこれらす
べてにおいて存在すると確定された。そのことは
[VP3.9.12abにおいて］次のように述べられている。

38『〈関係〉詳解』章（Sambandhasamuddesa）の後半部、
特に VP3.3.77-81を指していると考えられる。
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